
（6）各種保障事業の連携の推進   

生涯を通じた効率的で一貫性のある保健事業の実施を図るため、皇±退避事業等医療保険者等によ   

る保健事業が相互に連携しつつ実施されるよう、連携のための既存の刺繍の有効清用のほか、保健懐   

業の実施に、1jたって、共同事業の実施等事業間の連携をIlj滑に進めるた♂）の共通の基盤づくりを推進   

する。また、地域保健分野と学校保健分野において、健康増進のた瑚こ十分に連携を図ることが重要   

である。  
なお、健康診奄の実施等に係る健康増進事業実施者間の連機については、卜述によるほか、健康増   

進法節9条に基づく陸鹿診査の実施等に関する指針の定めるところに上る車）のである。  

（6）各挿保健事業の連携の推進  

生推を通じた効率的で一興他のある保健事業の実施を図るため、健康増進事業や医療保険者等によ   

る保蜂蜜業が席用二に連携しつつ実施されるよう、連携のための既存の組織の有効活用のほか、保健事   
業の実隠こ、1たって、些堕邸肇が中心となり、共同事業の実施等事業問の連携を  

【】拍骨に進めるための共通の基盤づくりを推進する。また、地域保健分野と学校保健分野において、健   

康増進のために卜分に連携を図ることが重要である。  

なお、健康診杏の実施等に係る健康増進事業実施者問の連携については、上述によるほか、健康増   

進法第9条に基づく健康診査の実施等に関する指針の定めるところによるものである。  

伐り表1）  

健康¶本21日標項11一覧  

l．栄養・食生活   

適正な栄養素（食物）の摂取について（栄養状態、栄養素（食物）摂取レベル）  

1．栄養・食生活   

適IEな栄養素（食物）リ）摂取について（栄養状態、栄養素（食物）摂取レ′ミ／レ）  

1．1適Ⅵ三体妄巨を糸臣持してし、る人の土肖力lI  

指標の「1安  

川巴酒肴等の割合〕  

1．1a  児童・生徒の肥満児  

1．1b  20歳代女性のやせの者  

ユ．1c  20～60歳代男性の肥満者  

1．1d  4什－60歳代女侶三の月凹高音   

＊：平成9年国民栄養調査  

用語の説明   

児童・生徒グ）肥満児：口比式による標準体重の2鵬以上   

肥満者：Ⅰ剃Ⅰが25以卜の者   

やせ：BMlが18．5未満の者   

BMl（BodyMdSSIndex）：体重（kg）／〔身長（m）〕2   

1．2月旨月方二エネルギー上ヒ率♂）か或少  

指標のけ安  

〔1日、lうたりの平均摂取比率〕  

1．2a  20～40歳代  

1．1適正三休重を糸匪f等してし、る人♂）増力Il  

拇標の目安  

用巴満首等の割合〕  

1．1a  児轟・生徒の肥満児  

1．1h  20歳代女性のやせ慣者  

1．1c  20～60歳代男性の肥満宵  

1．1d  40～60歳代女性の肥満者   

＊：平成9年国民栄養調査  

用語の説明   

児童・乍巨徒の肥満児：口比式による標準イ本重の2㈹以仁   

肥満者：測Ⅰが25以卜の者   

やせ：BMlが18．5未満の者  

測Ⅰ（BodyMassIndcx）：体重（kg）／〔身長（m）〕2   

1．2月日月方エネ′レギー上ヒ～皐まの減少  

指標のR安  

〔1口、！1たりの平均摂取比率〕  

1、2a  20～′10歳代  

2nlO年  2（）10年  

現状＊   現状＊   

1（）．7％  79も以卜  

23．3サム  15％以卜  

∠∠1∴蟻  15％以卜  

25．2一弘  20％以卜  

10．7％  7％以F  

23．3％  15％以卜  

24．3％  15％以卜  

25．2％  20％以卜  

2010年  2010年  
現臍   乱酔   

27．1％  25％以卜   27．1％  25％以F   

＊：平成9年国民栄養調査  

用語の説明   

脂肪エネルギー比率：総摂取エネ／レギ一にrliめる脂肪からのエネルギーの割合  

1．3食塩摂月史量の減少  

指標の11安   

＊：平成9年同民栄養調査  

用語の説明   
脂肪エネルギー比率：総摂取エネルギーに占める脂肪からのエネ／レギーの割合  

L3食塩摂月文j蓮の減少  

指標の廿安  



〔1日り弓たりの平均摂取量〕  

1．3a  成人   

＊：平成9年国民栄養調査  

1．4野菜の摂取量の増力l］  

指標の円安  

〔1口）lうたりの平均摂取量〕  

1．4a  成人   

＊＝平成9年国民栄養調査  

1．5カルシウムに富む食I弘の摂取量の増加」  

指標の目安  

〔ユロ；－jたりの平均摂取量（成人）〕  

1．5a  牛乳・乳製品  

1．5b  豆類  

1．5c  緑黄色野菜   

＊：平成9年国民栄養調査  

用語の説明   

カルシウムに富む食品：牛乳・乳製品、豆類、緑黄色野菜  

2010年  2010年  〔1日当たりの平均摂取量〕  

1．3a  成人   

＊：平成9年国民栄養調査  

1．4翠千乗の摂取量の増力「l  

指標の目安  

〔1口当たりの平均摂取量〕  

1．4a  成人   

＊：平成9年同氏栄養調査  

1．5カルシウムに富む食：品の摂Ⅰ反量の増力l】  

指標の目安  

〔1口当たりの平均摂取量（成人）〕  

1．5a  牛乳・乳製品  

1．5b  豆類  

1．5c  緑黄色野菜   

＊：平成9年国民栄養調査  

用語の説明   

力ルシウムに富む食品：牛乳・乳製品、豆類、緑黄色野菜  

現状＊   粗けさ   

13．5g  lOg未満  13．5g  lOg未満  

2010年  年
 
 

0
 
1
 
 

0
 
 

2
 
 現状＊   

292g  350g以上  上
 
 

以
 
 
 

g
 
 

O
 
 

5
 
 

3
 
 

ハ
U
 
 
 
 
 
－
ノ
 
ー
ノ
 
ー
ノ
 
 

l
 
g
 
g
 
g
 
 

‖
）
 
 
 
 
0
 
0
 
0
 
 

2
 
 
 
 
 
3
 
0
 
2
 
 

∵
∴
 
 

讐
還
 
 

上
土
上
 
 

以
以
以
 
 

g
 
g
 
g
 
 

ハ
リ
 
O
 
O
 
 

3
 
0
 
2
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

了
 
 

以
以
以
 
 

適正な栄養素（食物）を摂取するための行動の変容について（知識・態度・行動レベル）  

1．6白う｝の適正体重を認識し、体重コントロールを実践する人の増力Il   

指標の目安  

適正な栄養素（食物）を摂取するための行動の変容について（知識・態度・行動レベノり  

1．6自分の適刀巨体重を認言鼓し、体重コントロールを英雄毒する人の増力目   

指標の目安  

し実践する人の割合〕  

1．6a  男性（15歳以lJ  

l．6b  女性（15歳以1〕   

＊：平成10年同氏栄養調査  

用語の説明  

2010年  〔実践する人の割合〕  

1．6a  男性（15歳以l〕  

1．6b  女性（15歳以l〕   

＊：平成10年国民栄養調査  

用語の説明   

適正体重：「〔身長（m）〕2×22」を標準U馴Ⅰ＝22を標準とする）   

1－7朝一食を欠食する人の減少  

指標の目安  

〔欠食する人の割合〕  

1．7a  中学、高校牛  

1．7b  男性（20歳代）  

1．7c  男性（30歳代）   

＊：平成9年国民栄養調査  

2010年  
現状＊   現状＊   

62．6％  00％以上  

80．1％  淡）％以l二  

62．6％  90％以ヒ  

8〔）．1％  90％以l二  

適正体重：「〔身長（扇〕2×22」を標準（馴Ⅰ＝22を標準とする）  

1．7朝′食を欠食する人の減少  

指標の目安  

〔欠食する人の割合〕  

1．7a  中学、高校生  

1．7b  男性（20歳代）  

1．7c  男性（30歳代）   
＊：平成9年国民栄養調査  

2010年  2010年  
現状＊   現状＊   

6．0％  0％  

32．9％  15％以F  

20．5％  15％以下  

6．0％  0％  

32．9％  15％以ド  

20．5％  15％以ド  

1．8畳、質ともに、きちんとした食事をする人の増力ロ  1．8量、質ともに、きちんとした食事をう几る人の増力Il   



指標の目安   

〔l口最低1食、きちんとした食事を、家族等2人以  

1二で楽しく、30分以1二かけてとる人の割合〕  

1．8a  成人  

指標の目安   

〔1口最低l食、きちんとした食事を、家族等2人以  

仁で楽しく、30分以仁かけてとる人の割合〕  

1．8a  成人  

現状＊  2010年  

56．3％  70％以卜   

現状＊  2010年  

56∴弼  70％以L   

＊：参考値、「適量の食事を、家秩や友人等と共に、ゆっくり時聞をかけてとる人の割合」平成8年同民栄  

養調査  
用言乙粁）説明   

きちんとした食事：   

1口、‘寺たりのエネ′レギー必要量及び各稚栄養素密度について一定条什をみたす食事  

1．9外食－や食ぷ，を貝帝人う‾るn寺に栄養わ危う｝表刀ミを参考にう，る人のf曽劫1  

指標のH安  

＊：参考伯、「適量の食事を、家族や友人等と共に、ゆっくり時間をかけてシる人の割合」平成8年同比栄  

養調査  

用語の説明   

きちんとした食事 

1「l、一与たりのエネルギー必要量及び各種栄養素紺如こついて一定条什をみたす食事  

1．9外食や食ぷ，を貝帝人う一るロキに栄養ノ戊う｝表示を参考にする人の土営力l】  

指標のR安  

〔参考にする人の割合〕  現状  2010年  

1．9a  男性（20～69歳）  20．1％  30％以仁  

〔参考にする人の割合〕  
現状竺  20川平空  

女性（20～69歳）  il．0％  55％以上二  1．9a  成人   ＊＝岬  
1．10 日分の適‾f巨体塵を維持す‾ることのできる食車二塵を用！角牢している   

人の土田劫】  

1．10 口う｝のi由汀三体重を維持することのできる食車二i童をJきR角牢してし、る   

人♂）増力‖  

指標の「1安  

〔理解している人の割合〕  

指標の目安  

〔理僻している人の割合〕  2010年  2010年  
現状＊   

現状＊   

1．10a  成人男性  

1．1r）tl J戊人女性  

1．10日  成人男性  

1．10l） 成人女性  

65．6％  80％以卜  

73．0％  80％以L二   

65．6％  HO％以上  

73．蛸  8鵬以卜   

＊：参考値、叩分にとって適切な食事内容・境を知っている人の割合」平成8年同氏栄養調査  

1．11日う｝の食生子舌に「問題があるとノ患う人．のうち、食勺1子吉の改∃卑意欲   

のある人♂）増力lI  

＊：参考肺、「け分にとって適切な食事内容・量を知っている人の割合」平成8年同氏栄養調査  

1．11口う＞の食：′L相手に間是貞があるとノ蕊う人のうち、食生析のL汝∃孝志欲   

J）ある人♂）土田力Il  

指標の目安  指標の目安  
［改善意欲び）ある人の割合〕  ［改善意欲のある人の割合〕  2010年  201（）午  

現状＊   現状＊   

1．1ユa 成人男性  

1．11t） 成人女憎三  

1，11日 成人男性  

1．11h 成人女性  

55．6％  80％以仁  

67．7％  80％以仁  

55，6％  8珊も以卜  

67．7％  8鴨以守  

＊：平成8年同氏栄養調査  

（全対象のうち食生活に間頓があるとノl息う人の割合は、男性：il．6％、地33．帆）  

＊：平成8年間民栄養調査  

（全対象のうち食生活に問題があると思う人の割合は、乃性31．6％、女性33．鴎）  

適IEな栄養素（食物）の摂取のための個人の行動変容に係る環境づくりについて（環境レベ′し）  

1．12ヘルシーメニューの提†！ヒ♂）増加】と不り用♂つイ足進  

i釦仁な栄養素（食物）の摂取のための個人の行動変容に係る環境づくりについて（環境レベル）  

1．12ヘルシーメニューの提†共の増力11と不り用のイ足進  

指標の目安  

〔提供数〕  

1．12a  

〔利用する人の割合〕  

指標の「1安  

〔提供数、利用する人の割合〕  2010年  
現状＊  2010年空  現状＊   

Ⅰ．12a  男性（20～59歳）  3ノ1．蟻  50％以上  

望」堕  50％以上  1．12b  女性（20～59歳）  
∴ビ  ・．こ∴：．二1…二   

l      ヽ  



＊：「飲食店・食品売り場及び職場の給食施設・食堂等で、バランスのとれたメニューを提供していると   1．12b   

＊：平成12年度中に調査し、設定する  

用語の説明   

ヘルシーメニューの提供：  

給食、レストラン、食品売場における、食生満改善のためのバランスのとれたメニューの提供  

思う者の割合」平成は年国民栄養調査  

用語の説明   

ヘルシーメニューの提供：   

給食、レストラン、食品売場における、食生活改葬のためのバランスのとれたメニューの提供  

1．1こぅ学習の場の増加】と参力11のイ促進  

指標の目安  

〔学習の場の数、学習に参加する人の割合〕  

1．13学習の場の増力ロと参加lの促進  

指標の目安  

〔学習の場の数〕  

1．13a  

〔学習に参加するノしの割合〕  

1，13b  

2010年  
現状＊   研
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1・13a  男性（20歳以り  

1．13b  女性（釦歳以上）  
生 ．  10％以上  

ユ生＿迅  30％以上   
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 ＊：墜  

史塾長と回答した者の割合」平成12年国民栄養調奄  
用語の説明   

学習の場：地域、職域において健康や栄養に関する情報を得られる場  

＊：平成12年度中に調査し、設定する  

用語の説明   

学習の場：地域、職域において健康や栄養に関する情報を得られる場  

1．14学習やア吉動の自二主グループpの増加l  

指標の目安  

〔自主グループの数〕  

1．14学習や活動の自＝iミグルーフPの増加】  

指標の目安  
〔自主グループの数】  2010年  

現状＊  現状＊  2010年空  

1・14a 男性（20歳以月  左盟  塾邑よ  
土 ヱ。遡  逝去   
＿ 二 卵戎12甲和琴  

養調査  
用語の説明   

自う三グ／レープ：  

地域、職域において健廉や栄養に関する学習や活動を、白∴剃こ取り組む住比、地区親戚、企業等  

塑認矢口し‾てレ、る   

嘩の浄jノ含の増力ロ  

指標の目安  

1．1′1a  

＊：平成ほ年度中に調査し、設定する  

用語の説明   

打圭グループ：   

雌免職城において健康や栄矧こ関する学習や活動を、自主的に収り組む住民、地区組織、企業等  

〔メタポリックシンドローム（棚旨臓侯群）を知っている人   
塾虻  2010年  

80％以上  

の割合（全国平和〕   

1．15a  20歳以上  

＊：平成18年国民健康・栄養調査において把握  

2．身体活動・運動  

成人   

2．1意音敬白勺に運動をノLがけてし、る人の士常加l   

指標のH安  

2．身体活動・運動  

成人   

2．1意識自勺に運動を一山がけてし、る人の増力【I   

指標の目安  

10   



2（＝0年  〔意識的に運動をしている人の割合」  

2．1a  野性  

2．1b  女性  

〔意識的に運動をしている人の割合〕  

2．la  野性  

2、1b  女憎三  

2010年  
現状＊   現状＊   

52．6％  6ニー％以卜  

52，8％  63％以1 

52．6％  63％以卜  

52．8％  63％以卜   

＊：平成R年保健福帥軌向調徳  

用語の説明   

意識的に運動を心がけている人：  

日頃から廿常生活の中で、健康の維持・増進のために意識的に体を動かすなどの運動をしている人  

＊：平成8年保健福祉動向調査  

用語の説Iリ】   

意識的に運動を心がけている人：  

口噴から「1常生活の中で、健康の維持・増進のために意識的に体を動かすなどの運動をしている人  

2．2「1葡月日常における歩数の増ノ州  

指標の＝安  

〔「用’生活における歩数〕  

2．2 口偉㍗生活における歩数の増力ロ  

指標の†▲は  

川憫斗酒における歩数〕  
現状＊  2010年琳  

8，202歩  9，200歩以仁  

7，282歩  8，300歩以卜  

現状＊  201∩年廟  

R，2（）2歩  9，20∩歩以仁  

7，282歩  8，300歩以卜  

2．2a   野性  

2．2b  女性  

2．2a  男性  

2．2l〕 女性  

＊‥平成昨同民栄養調査  

＊＊：約1，000ノおの増加：1，000歩は、歩く相田で約10分、歩行距離でも00～7恥秘史の歩行に粁一う  

＊：平成9年同氏栄養調査  

料：約1，000歩の増加：1，nO唖は、歩く時期で約10分、歩行肝i離で冊（ト70仙程度の歩行に相1  

2．3運動習一l貫者▲の増ノ州  

指標の11安  

〔運動習慣者の割合〕  

2∴1運動習一l県有の士営力l】  

指標の目安  

〔運動習慣者の割合〕  2010年  2010年  
現状＊   現状＊   

2．3a  男性  

2．3b  女性  

2．3a  男性  

2∴貼  女性  

28．6％  3鍋以上  

24．6％  35％以ヒ  

28．6％  39％以卜  

2′1．6％  ：i5％以【 

＊：平成9年国民栄養調査  

用譜の説明   

運動習慣者：1回30分以トグ）運動を、週2回以卜実施し、1年以1二持続している人  

＊：平成昨国民栄養調査  

用語の説朋   

運動習慣者‥1回30分以卜の運動を、週2国以卜実施し、1年以上」守続している人  

高齢者  2．4外‖1につし、て不責梱細勺な態土壁をもつ人の士肖力11  
高齢者   

2．′1外‖lにつし、て和錘軌杓な態ノ度をもノつ人の増加I  

指標の目安  

〔運動習慣者の割合〕  

指標のH安  

〔運動習慣者の割合〕  20川牛  2010年  
乳腔   矧腔   

2．1a  タコ性（60歳以り  

2．4b  女侶三（6n歳以1〕  

2．∠1c  80歳以卜（全休）  

2．4a  男性（60歳以0  

2．4b  女性（60歳以り  

2．4c  80歳以l二（全体）  

59．8％  70％以卜  

59．爛  70％以上  

46．3％  56％以卜   

59．8％  70％以卜  

59．49ら  70％以1二  

′16∴う9ら  56％以卜   

＊：棚11年「高齢者の日常生活に関する意識調査」（総務庁）  

用語の説明   

外川について積極的な態度をもつ人：  

口常生活の中で買物や散歩などを含めた外山について、「口分から積極的に外山する方である」と意   

識している人  

2．5†可らカ、のユ也城輝子動を美方転してし、る者の土田力l】  

指標のけ安  

＊：平成11年「高齢者の日常生活に関する意識調査」（総務庁）  

用語の説明   

外川について積極的な態度をもつ人：  

口常生活の中で買物や散歩などを含めた外山について、「自分から積極的に外山する方である」と意   

識している人  

2．5イ可らかゝの1也域押‡動を美方転してし、る者▲の増ノ州  

指標のH安  

ll   



2010年  〔地域活動を実施している人〕  

2．5a  男牲（60歳以0  

2．5b  女性（60歳以0  

〔地域活動を実施している人〕  

2．5a  男性（60歳以1二）  

2．5b  女性（60歳以0  

2010年  
現状＊   現状＊   

48．3％  58％以上  

39．7％  50％以t二  

48．3％  58％以上  

39．7％  50％以上  

＊：平成10年「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（総務庁）  ＊：平成10年「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（総務庁）  

2．6 口常4J舌における歩数の増力II  

指標の目安  

〔日常生活の歩数〕  

2．6 日常生子吉における歩数〝J増力Ij  

指標の目安  
〔日常生活の歩数〕   

現状＊  2010年＊  

5，436歩  6，700歩以上  

4，604歩  5，鋤（）歩以上   

現状＊  2010年軸  

5，436歩  6，700歩以卜  

4，604歩  5，900歩以上  

2．6a  男性（70歳以1づ  

2．6b  女性（70歳以J〕  
2．68  男性（70歳以0   

2．6b  女性（70歳以U  

＊：平成昨国民栄養調査  ＊：平成昨国民栄養調査   

＊：約1，300歩の増加：約1，300歩は、歩く時間で約15分、卿ト80嶋度の歩行に相当  

2．7安全に歩行可能な高齢者の増力ロ  

指標の目安  

＊：約1，300歩の増加：約1，300歩は、歩く時間で約15分、歩行師5∩～RO伽l程度の歩行に相、－1  

〔開眼片脚起1加手間20秒以上に該1する人の増加〕   2010年  

80％以上  

60％以l二  

建  

68．1％  

38．9％  

62．4％  

21．2？い  

男性（65～74歳）  2．7a   

2．7b   男性（75歳以」二）  

生玉 女性（彷～74歳）  

乙塑 女性（75歳以」〕  

75％以上  

声0％以上   

＊：平成9～17年「健康度評価」（あいち健康の森健康科学総合センター）  

2・8メタポリ坤1㈹脚旨肪症候群）を認知している国民の割合の増加（1・栄養・食生   

エ1こ  

3．休養・こころの健康づくり  

ストレスへの対応   

3．1ストレスを感じた人の減少   

指標の目安  

〔ストレスを感じた人の割合〕  

3．1a  全国平均  

3．休養・こころの健康づくり  

ストレスへの対応   

3．1ストレスを感じた人の減少   

指標のH安  

〔ストレスを感じた人の割合〕  

3．1a  全国平均  

2010年  

4鍋以ド彗  

現状＊  2010年聖  

54．6％  49％以下   

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査（財団法人健康・休力づくり事業財団）   

＊＊：1割以上の減少  

用語の説明   

ストレスを感じた人：最近1ケ月F鞘こストレスを感じた人  

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調奄（財団法人健康・体力づくり軒業財団）  

琳：1割以上の減少   

用語の説明  

ストレスを感じた人：最近1ケ月間iこストレスを感じた人   

十分な幡】民の確保   

3，2日垂日民による琳こ養を－卜分にとれてし、なし、人グ）減少  

卜分な圏民の確保   

3．2H垂月氏によるイ木養を十うテにとれていなし、人の減少  

12   



指標のH安  

〔とれない人の割合〕  

3．2a  今岡平均  

指標の目安  

〔とれない人の割合〕  

：∋．2a  今岡平均  

2010年  

21％以卜空  

現状＊  2010年空  

23．1％  21％以卜  

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査（財団法人健康・体力づくり事業財団）  

＊＊‥1割以卜の減少  ＊：棚8年度健康づくりに関する意識調査（財団法人健康・体力づくり事業財団）   

＊＊：1割以卜の減少  

3∴1日垂11民の確保のために口重Il民補助．1子，やアルコールをイ吏うことのある   3．3日垂1I民♂）確鞠と〝）ために口重Il民補上拘一払やアルコールをイ更うことのある  

人しハ汁屯′レ  

指標の目安  

人♂）減少  

指標の目安  

川脚民補助晶等を使用する人の割合〕  

3．3a  今岡平均  

［睡眠補助品等を使用する人の割合〕  20川年  

139似卜空   

現臍  2010年竺  

3．3a  全同平均  1∫1．1％  13％以F‾   

＊：平成8年度健康づくりに関する意識洞杏（財用法人健康・体力づくり車二業財団）   

＊＊：1割以l二の減少  

用語の説明   

睡眠補助品：睡眠薬・精神安定剤  

＊：平成R年度健駿づくりに関する意識調査（財団法人鰹駿▲体力一うくり事業財凹）   

＊＊：1割以仁の減少  

用語の説明   

睡眠補助晶：睡眠薬・精神安定剤  

［殺者の減少   

3∴1l‘］黍廷者♂）減少   

指標の目安  

拍殺音数〕  

3．1a  今岡数  

＊：平成10年厚生省人口動態統計  

口殺者の減少   

3．4 日殺者の減少   

指標のH安  

〔自殺者数〕  

二号．′′ia  全国数  

＊：平成10年厚生省人口動態統計  

2010年  
現状＊   

201（）午  

現状＊   31，755人  22，nOO人以卜  

31，755人  22，n（的人以卜  

4．たばこ  

1．1r嘆き畑主力；及iぎす健康転じ響に二っし、て♂）卜う｝な知Ⅰ識の普及  

4．たばこ  

4．1喫怖が及らぎす健康妖壬響につし、ての卜う｝な知織の浮及  

指標の卜］安  

〔知っている人の割合〕  

4．1之1 肺がん  

・1．1b  喘息  

4．1c  女描こ支炎  

′1．1d  心臓病  

′1．1〔1 脳卒中  

ノ1．1f＼ 円滑瘍  

rl．1g  妊娠に関連した異常  

1．1ll 歯周病  

指標の目安  

〔知っている人の割合〕  

／1．1a  肺がん  

4．1b  喘息  

′1．1c  気管支炎  

4．1d  心臓病  

4．1（） 脳卒中  

4．1f  円滑瘍  

4．1g  妊娠に関連した異常  

4．1上l 歯周病  

2010年  20川年  
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＊：平成10年度喫煙と健康間魅に関する実態調査  

用語の説明   

健康影響：別紙「喫煙が及ぼす健康影響」を参照  

4．2未成年者の喫煙をなくす  
指標の目安  

〔喫煙している人の割合〕  
4．2a  男性（中学1年）  

4．2b 
4．2c  女性（中学1年）  

4．2d  女性（高校3年）   
＊：平成8年度未成年者の喫煙行動に関する全国調査  

＊：平成10年度喫煙と健康問題に関する実態調査  

用語の説明   

健康影響：別紙「喫煙が及ぼす健廉影響」を参照  

4．2未成年者の喫煙をなくす  

指標の目安  

〔喫煙している人の割合〕  
4．2a  男性（中学1年）  
4．2b  男牲（高校3年）  
4．2c  女性（中学1年）  
4．2d  女性（高校3年）   

＊：平成8年度未成年者の喫煙行動に関する全国調査  

2010年   

0％   

0％   
0％   
0％  

2010年   

0％   

0％   
0％   
0％  

一  
．  

36．粥  

3．鍋  

15．6％  

■ 
．5  

36．鍋  

3．8％  

15．6％  

4．3公共の場及び職場におけるう｝煙の徹底及び効果の商し、う｝炸に関   4．3公共の場及び職場における分煙の徹底及び効果の高し、分煙に関   

する知言哉の普及  

指標の目安  

〔分煙を実施している割合〕  
4．3a  公共の場  

4，3b  職場   
・〔知っている人の割合〕  
4，3c  効果の高い分冊こ関する知識の普及   

＊：平成12年度中に調査する  

用語の説明   

分煙の徹底：公共の場や臓矧こおける喫煙場所の設置等   

効果の高い分煙：受動喫煙の害を極力排除し得る分煙方法  

する知言故♂）瞥及  

指標の目安  

〔分煙を実施している割合〕  
4．3a  公共の場  

都道府県  
政令市等  
市町村  
保健所  

4．3b  職場  

〔知っている人の割合〕  
4．3c  効果の高い分坪に関する知識の普及  

用語の説明   

分煙の徹底：公共の場や職場における喫煙場所の設置等   

効果の高い分煉：受動喫煙の育を極力排除し得る分煙方法  

2010年  

100％  
100％  

年
 
 

0
 
 
 

0
 
 

2
 
 

現状   

89．4％  

95．鍋  

50．7％  

95．5％  

40．3％  

現状  

㈹
晒
㈹
㈹
㈹
摘
 
 

l
 
l
 
l
 
1
 
1
 
0
 
1
 
 

2
 
 

2010年  
100％  

4．4禁煙享支援フPログラムの普及  

指標の円安  

〔禁煙支援プログラムが提供されている市町村の割合〕  
孔4a  全国   

＊：平成12年度中に調査する  

用語の説明 

4．4禁煙支援フPログラムの普及  

指標の目安  

〔禁煙支援プログラムが提供されている市町村の割合〕  現状  
4．4a  全国  32．鍋   

用語の説明   

禁煙支援プログラム＝個人の禁煙を支援するための個別保健指導等   

卿 鱒   

型空室撃 3乙7％  

（平成15年国民健康・栄養調査）  

2010年  
100％   

2010年  

100％  

禁煙支援プログラム：個人の禁煙を支援するための個別保健指導等  

禁煙・節煙を希望する人  男牲  女性  総数  

り岬】ヤt  ごい一－・・・り、－i－－・・・二■・・丁－－・・ 

節煙希望  コ胤3％ 錮．7％ 37．5％  

合 計  63．1％  69．6％  64．2％  

（平成10年度喫煙と健康間矧こ関する実態調査）  

‘1．5喫煙をやめたし、人がやめる  

三蓋  
「喫煙率、禁炸希単著の吉11合1  野性  女性  

43．3％  12．0％  

24．6％  32．7％  
咤挿頭醍  

禁煙希望者の割合榊  
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＊：平成16年同民健康・栄養調査  

＊＊：平成15年国民健康・栄養調査  

5．アル′コー／レ  

5．1多塵に飲酒する人のカ戎少   

指標の目安  

〔多量に飲酒する人の割合〕  

5．1a  刀性  

5．1b  女性  

5．ア／レコール  

5．1多量に飲手西づ‾る人の減少   

指標のH安  

〔多量に飲酒する人の割介〕  

5．1a  男性  

5．1h  女性  

現状＊  2010年締  

4．1％  3．2％以F  

O．3％  0．2％以F   
現状＊  2mO年＊  

ノ1．1（書，  3．29ら以ト  

ロ．3％  け2t！♭以F   

＊：平成8年度健康づくりに関する意識調査頒オ団法人他卦体力づくり封業財団）   

琳：2割以上の減少  

用語の説明   

多矧こ飲酒する人：＝叫明朗アルコー′レ約60gを超えて摂取する人  

＊‥平成8年度健駿／づくりに関する歳級調査（財団法人健康・体力づくり事業財団）   

＊＊：2割以上の減少  

用語の説明   

多蛙に飲酒する人：1口平均純アルコール約60gを超えて摂取する人  5．2未成年一昔の飲手酉をなくづ‾  

指標の円安  

〔飲酒している人の割合〕  

5．2～1 ワ）性（中学3年）  

5．2h  野性（高校3年）  

5．2c  女性（中学こi牛）  

5．2d  女性（高校3年）  

＊二平成8年／生木成年者の飲酒行動に関する全同調杏  

5．3「節度ある適ノ度な飲テ西」（7）知言放の浮及  

指標の目安  

〔知っている人の割合〕  

5，3a  男性  

5．3b  女性  

5．2末成ヰF者♂）飲酒をなくす‾  

指標のH安  

〔飲酒している人の割合〕  

5．2a  男性（中学3年）  

5．2b  男性（高校3年）  

5．2c  女性（中学：l年）  

5．2d  女性（高校3年）  

＊：平成8年度未成年者の飲酒行動に関する全同調杏  

5．3「印i度ある適度な飲碓与」の知識の普及  

指標の目安  

〔知っている人の割合〕  

年
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現状＊   

25．鳩  

51．5％  

17．2％  

35．9％  

現状＊   

25．4％  

51．5％  

17．2％  

35．珊乙  
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％
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 現把  用語の説明   

節度ある適度な飲酒＝1口平均純ア′レコールで約20g程度の鋸酉  5．3a  男性  

5．3b  女性  

＊：平成12年度中に調査する  

用語の説明   

節度ある適度な飲酒：1廿平均純アルコールで約20g粗宴の飲酒  

（注）主な酒類の換算の目安  

％
 
％
 
 

（
U
 
n
U
 
 

ハ
U
 
n
U
 
 
 

（抹）i三な酒類の換算の目安  

ヒヾ－ル   清酒  r叫トフ’、ラン 焼附（35   ワイン  

仲鋸本  （1合  デー  度）   （1杯  

恥1） 18〔机）  げフ1、ル （1合18伽1）12伽1）  

60ml）  

お酒の  

種類  

ヒ～－ル   清酒  ウイスト・71うン 焼酎（35   ワイン  

（中瓶1本 （1合  丁一  度）   （1杯  

研仙1） 1日伽1） （タ、、71、ル （1今18伽1）12伽1）  

㈹ml）  

お酒の  

稚類  ア直川隻数  5％  15％  4：う％  35％  12％  

純アルコール  20g  22g  20g  50g  12g   

故  
佃一場数  5％  15％   1鍋  35％  12一当；  
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純7ル川  20g  22g   

量  

20g  50g  12g  

6．僻「n健康  

しいノ通膵  
6．歯の健康   

幼児期のう蝕予防   

6．1う歯のなし、幼児の増加】   

指標の目安  

〔う歯のない幼児の割合（3歳）〕  

6．1a  全国平均  

＊：平成10年度3歳児歯科健康診査結果  

6．1う歯のなし、幼児の増力rl  

指標の目安  

〔う歯のない幼児の割合（3歳）〕   2010年  
現状＊   

6．1a  全国平均  

＊：平成10年度3歳児歯科健康診査結果  

59．5％  80％以上  
2010年  

現状＊   

6．2フッイヒ物歯面塗／桁を受けたことのある幼児の士肖加】  59，5％  809乙以仁  

指標の目安  

〔受けたことのある幼児の割合（3歳）〕   2010年  6．2フッイヒ物歯面塗布を受けたことのある幼児の増加l  

指標の目安  
現状＊   

6．2a  全同平均  

＊：平成5年歯科疾患実態調査  

39．6％  50％以上  
〔受けたことのある幼児の割合（3歳）〕   2010年  

矧貯   

6．31弼食として什鵬品・飲料を頻回飲食する習一［貫のある幼児のカ或少  

指標の目安   

〔習慣のある幼児の割合（1歳6ケ月鳳〕   
現腔  

2010年  

6．3a  全国平均  29．鍋  15％以下  

火：参考値、1日3回以上の間食をする1歳6ケ月児の割合（久保田らによる調査、平成3年）  

用語の説明  
頻回飲食：間食として1日3回以卜の飲食  

6．2a  全国平均  

＊：平成5年歯科疾患実態調査  

39．6％  50％以上二  

6．3間食として什味食品・飲料を頻i回飲食する習一腰‡のある幼児の減少  

指標の目安  
〔習慣のある幼児の割合（1歳6ケ月児）〕  

現状＊1．璧  2010年璧  

6．3a  全国平均  甜．鍋   

＊＝参考値、1日3回以1二の間食をする1歳6ケ月児の割合（久保田らiこよる調奄、平成3年）   

琳：平成12年度中に調査し、設定する  

用語の説明   

頻回飲食：間食として1日3回以上の飲食  学齢期のう蝕予防   

6．4一人平均う歯数の減少   

指標の目安  

〔1人平均う歯数（12歳）〕  

6．4a  全国平均  

学齢期のう蝕予防   

6．4一人平均う歯数の減少   

指標の目安  

〔1人平均う歯数（12歳）〕  

6．4a  全国平均  

2010年  
現状＊   

2．9歯  1歯以F   2010年  
現状＊   ＊：平成11年学校保健統計調査  

用語の説明  
1人平均う歯数：   

1人当たり平均の未治療のう歯、う蝕により失った歯、治按済のう歯の合計（D肝歯数）  

2．9歯  1歯以卜   

＊：平成11年学校保健統計調査  

用語の説明   

1人平均う歯数：  

1人当たり平均の未治療のう歯、う蝕により失った歯、治療済のう歯の合計（D肝歯数）  

6．5フッイヒ物酉己合歯と哲斉りの使用の増力l】  

指標の目安  

6．5フツイヒ物酉亡命歯一磨剤の使用の増力ロ  

指標の目安  

〔使用している人の割合〕  2010年  
現状＊  

】6   



2（）10年  6．5〔1 全国平均  15．6％  洲％以l二   

＊‥参考帖、児童のフッ化物配合姐應別使用率（荒川らによる調査、平成3年）  

6、6他用り自勺な已盈ロブ青掃4‾旨導を′受ける人の増力1】  

〔使用している人の割合〕  

6．5a  全国平均  

乱酔   

45．6％  9（）％以卜   

＊：参考値、児童のフッ化物配合歯磨剤使用率（荒川らによる調査、平成3年）  

6．6個矧拍勺な歯口子青掃4官尊を受ける人の上曽力II  

指標の目安  

〔過去1年間に受けたことのある人の割合〕  20川年  
現状＊   

指標のH安  

〔過去1年剛こ受けたことのある人の割合〕  6．6a  全円平均  2010年  12．8％  30％以卜   
現4炉   

＊：参考伯、平成5年保健福祉動向調査（15～24歳）  

用語の説明   

個別的な歯L」清掃指導二  

歯科問師、郎斗衛生上により個人の口の中の状態に基づいて行われる胎磨き指導  

6．6a  全国平均  12．R  30％以L二   

＊：参考解、平成5年保健福神動向調査（15～24歳）  

用語の説明   

個別的な歯口清掃指導 

歯科医師、郎斗衛牛士により個人の口の中の状態に基づいて行われる歯磨き指導  成人期の歯周病了′防   

6．7i佳子干した歯J司炎のi戒少  

指標の汁妾  

〔有する人の割合〕  

（う．7a  40歳  

6．7b  50歳  

成人期の歯周病「防   

6．7i睦子ラした歯ノ司炎♂J減少   

指標の甘安  

〔有する人の割合〕  

6．7a  40歳  

6．7l） 50歳  

現状＊  20川年準  

32．0ウら  22％以卜  

46．9％  33％以卜   
現寸が  2010年琳   

32．珊乙  22％以卜  

46．〔粍  33？ム以卜   

＊：参考値、平成9～10年富上官市モデル事業報告   

＊：3割以1二の減少  

用語の説明   

進行した歯周炎：  

齢周疾患の検査であるCPI検査でノhm以卜の深い歯周ポケットのあるもの  

＊：参考値、平成9～10年富上ノ跡Iiモデル車某報告   

琳：3割以Lの減少  

用語の説明   

進行した歯周炎：  

歯間疾患の検査であるCPI検査で／1m以卜の深い歯周ポケット〝〕あるもの  
6．8歯l別封；子吉掃用暑芹艮のイ吏用の増力‡l  

指標のH安  

〔使用する人の割合〕  

6．8a  40歳（35～44歳）  

6．8b  50歳（45～5∠1歳）  

6．8歯間剖ミラ再掃用器具♂）イ更用の増力Il  

指標の目安  

〔使用する人の割合〕  

6．8a  40歳（35～44歳）  

6．8b  50歳（45～54歳）  

現状＊  2010年  

19．3％  50％以卜  

17．8％  50％以卜  現状＊  2別0年  

19∴漕）  5（）％以ト  

ユ㌣8％  5（1％以卜  

＊：平成5年保健福祉動向調査  

用語の説明  

歯間部清掃用器具：  

歯と歯の間を清掃するための専用器具（テンタ／レフロス、歯間ブラシ彗）   

6．9喫畑が及ぼす健康影響についての卜分な知識の普及（4．たばこ参照）   

6．10禁煙支援プログラムの普及（4．たばこ参照）  

歯の喪失防止   

6．1180歳で20歯以1∴、60歳で24 歯以卜の口う｝の齢を有する人の土肖  

力lI   

指標の「1安  

＊：平成5年保健福祉動向調査   

用語の説朋  

歯間部清掃用器具 

歯と歯の間を清掃するための専用器具（テンタ／レフロス、歯間プラン等）   

6．9喫怖が及ぼす健廉影響についての卜分な知識の普及（4．たばこ参照）   

6．川禁牌支援プログラムの普及（4．たばこ参照）  

歯の喪失防Il 

6．1180歳で20歯以L、60歳で24歯‾以卜の∩分のl封を有す「る人の増  

力Il  
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